
















































これの底本(以下 高畑本」と略称する)と「みすず蔵刊本 とを川原氏は同じ板に出ると見なしているのだが、しかし筆者の見る ころ、た え
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ば「高畑本」の欄外注記が犯している『旧唐書』からの引用ミスを「履軒用本」は訂正しており(次頁図下段)、「履軒用本」は「高畑本」よりも後
{ 注 八 )
出と判断される。「高畑本」は、「官刻本」と「みすず蔵刊本」「履軒用本」との中間に位置す 、第三のテキストだと考えられよう。
現時点では、これら三種の出現順は以下の通りと考えられる。








本よ 年 書 年
」り 以 国民刊
み「 以降 降 文『荻
鳳警生 刻音すに 刊
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用収穫多寡、料土田広狭、墨知今時之制也 大抵三畝而収一鍾、則三百頃得万鍾 是在古為三十三井有奇之地、若什税て則得千鍾、為粟六千四百石、為米 千八 四十石、当今三百八十余石突、縦令什税二三、亦唯倍程鷲耳 其数不為甚多、十万鍾則十之、什税三、当今万一千四百余石、周制百里之君所食為三百二十井、与十万鍾地差十余井而己 夫万乗之卿与百里 君 其禄相当、尤為称 而与祖練所算十万斗之数亦甚相近、不亦妙乎、
(難題)収穫之数、李埋称畝一石半者、幕下等也、然則中等畝二石余





































其大、内容方尺而円之、深尺以為斜也、然容方尺之円 料其実未満十斗 故別勾起其上端而芳出使足以満十斗、而後己元無成象、在工人之巧耳、調之庇、庇錐在上頭而四芳勾出 故日努有庇 也
(離題)庇、底也、庇字外無所見、畳以文相省而致説邪、覆量而観駕











































































































































































































































































































































{ 注 九 }
















(注六 )見 五 )。(注七)注玉書四五五頁 陶氏は同書を参照しているが、おそらく『懐徳
堂文庫図書目録』や「懐徳堂水哉舘遺書遺物目録」によって履軒用本と官刻本とが同一のテキストだと誤ったのであろう。
(注八)「高畑本」は「題度量衡考後」を「衡考」の後に付すのに対し、
「履軒用本」はこれを「度考」の前に付す。ただし「高畑本」に改装が加えられている可能性もあり、この相違は重視すべきではない。なお筆者が確認した「履軒用本」と同版の『度量衡考』数部はいずれも、この点につい 「 に一致 る。
(注九)拙稿「懐徳堂学派による『論語集 』擁護の一例」(『懐徳』七二
号、二
OO
四年)など。
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